
発
行
日
：
2
0
2
0
年（
令
和
2
年
）1
0
月
2
5
日
発
行
　
発
行
：
岡
谷
市
議
会
　
編
集
：
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

〒
3
9
4
－
8
5
1
0
 長
野
県
岡
谷
市
幸
町
8
－
1
 ☎
 0
2
6
6
－
2
3
－
4
8
1
1（
議
会
事
務
局
 内
線
:1
7
1
1
） U
R
L http://w

w
w
.city.o

kaya.lg.jp/site/gikai/
再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
印
刷
：
マ
ル
モ
印
刷
株
式
会
社

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

議会の  フォト広場 突ゲキ生レポート!飛び出せ ! 議員

No.21

おかや市議会だより

特集 市の活動成果をチェック

2020年（令和2年） 10月25日発行
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号

Okaya City Assembly News

◯次号（第22号）の発行は、令和3年1月25日の予定です。

　
日
々
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ニ
ュ
ー
ス
で
明
け
暮
れ
、今
後
の

見
通
し
も
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、「
新
し
い
生
活
用
式
」が

示
さ
れ
て
か
ら
日
数
が
経
ち
、マ
ス
ク

装
着
や
手
指
消
毒
の
実
施
等
、感
染
防

止
対
策
に
関
し
て
は
日
常
化
さ
れ
徹
底

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
岡
谷
市
議
会
、特
に
議
会
の
行
わ
れ

る
議
場
に
も
感
染
防
止
対
策
が
導
入
さ

れ
ま
し
た（
詳
細
は
前
号
）。今
回
か
ら

新
た
に
壇
上
に
は
ア
ク
リ
ル
板
が
設
置

さ
れ
、マ
ス
ク
な
し
で
一
般
質
問
や
答

弁
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、聞
き
取
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
議
会
は
滞
り
な
く
動

い
て
お
り
ま
す
。是
非
多
く
の
方
に
こ

の「
議
会
の
ひ
ろ
ば
」を
手
に
取
っ
て
も

ら
い
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
機

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、左
記
の
と
お
り
、当
市
議
会
だ

よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
お
受
け
し

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
田
　
浩
）

■
編
集
後
記

●
委

員

長
／
藤
森
　
博
文

●
副
委
員
長
／
田
村
み
ど
り

●
委
　
　
　
員
／
吉
田
　
　
浩

　
今
井
　
義
信
／
早
出
す
み
子

　
今
井
　
康
善
／
小
松
　
　
壮

■
議
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広
報
広
聴
委
員
会
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【令和2年第3回定例会】

令和2年度 体力・運動能力調査
　9月13日（日） 岡谷市民体育館（スワンドーム）で、20歳から79歳までを対象に、体力・運動能力調査が
行われました。反復横跳びや20mシャトルランなどの体力チェックにより、自分の体力、運動能力を知る
ことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  （突ゲキ生レポートより）

市の活動成果をチェック
●令和元年度決算認定

●令和元年度決算認定

【 　　　  　　  】9月13日（日）
飛び出せ議員！！

特集

①議会、議員活動のどこに
　注目していますか？
②議会、議員に望むことは
　何ですか？
③岡谷市のよい所（よい点）は
　何ですか？

［笠原景子（かさはら けいこ）さん］

「3密を避けること」・「身体的距離の確保」・「手洗いの励行」・「マスクの着用」など、
自らの感染防止と感染拡大防止のための行動を徹底しましょう。

※新型コロナウィルス感染防止に配慮しながら取材しています。

2020 OCT.

　新型コロナウイルス感染症により、残念なことに全国で、感染者やその家族、関係者、医療従事者等への偏見、差
別や誹謗中傷が生じている事例があります。
　この感染症は、誰もが感染する可能性がある病気です。国、長野県や岡谷市等が発表する情報に基づき、冷静で相
手の気持ちに配慮した行動に心がけましょう。
　私たち議員も差別や誹謗中傷が生じないように、市民の代表として取り組んでまいります。

岡谷市議会は、全ての差別、誹謗中傷を許しません！

①議会は難しい。議会活動を見る機会が見つからない。
　知りたいとは思う。
②議会に興味を持てるきっかけを作ってほしい。
③学校環境が良い。見守り隊など地域の人が
　子どもたちを守ってくれる。

［小口理恵子（おぐち りえこ）さん］
①市民の声が取り上げられているか。（市民
　新聞の一般質問の記事で注目している。）
②市民の声をきちんと受け止めてほしい。
③ウォーキングをしているが、湖畔公園の
　ロケーションがすばらしい。よさこいなど
　のイベントも行われている。

［三久勝敏
 （みく かつとし）さん］
①人口減少、駅周辺の環
　境整備など岡谷市の抱
　える問題について注視し
　ている。
②議会活動に力を入れて
　賑わいのある「まち」にし
　てほしい。引き続き頑張っ
　てほしい。
③イベントが多く活性化し
　ている。今後も住みやすい
　「まち」を目指してほしい。

①一般質問の内容や議員が感じる市政へ
　の問題意識に注目している。
②安全、安心のまちづくりの活動。健康推進
　のための取り組みを活発にしてほしい。
③住みやすい、安全でお年寄りにやさしい。

［田中仁之（たなか ひろゆき）さん］

市議会だよりについて
ご意見・ご要望を

お受けしていますので
下記までお寄せください。

ご意見・ご要望

連絡先

メール

岡谷市議会事務局
TEL .23-4811（内線1711）

FAX.22-6213

gikai@city.okaya.lg.jp

★［15Pクイズの答え→Q1：25歳・Q2：18人・・Q3：4年・Q4：②］

岡谷市民体育館で行われた「体力、
運動能力調査」に参加された皆さ
んに、ご意見を伺いました。
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　決算特別委員会では、市民の要望がど
こまで実現できたか、各種新規事業が所
期の目的を達成できているか、健全財政
が維持されているかなどに重きをおいて
審査に臨みました。シルキーバス、福祉
タクシーを利用しやすくするためにはど
うしたらいいかなど、真剣な審査が進め
られました。各種制度をいかに市民に伝
えていくか、市の各種事業の内容を的確
に市民に情報発信していくことの大切さ
も浮き彫りになりました。市当局には、出
された要望・意見
を真剣に受け止
め、より一層、市民
福祉の向上に努め
ていただきたいと
思います。

　

 

令
和
元
年
度
は
、「
第
５
次
岡
谷
市

総
合
計
画
」の
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像
で
あ
る

『
人
結
び 

夢
と
希
望
を
紡
ぐ 
た
く
ま
し

い
ま
ち
岡
谷
』の
実
現
に
向
け
、「
新
た
な

時
代
を
拓
く
年
」と
位
置
づ
け
、各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ

る
人
口
構
造
の
変
化
に
よ
り
、市
税
を
は

じ
め
と
し
て
歳
入
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
一
方
で
、扶
助
費
や
介
護
・

医
療
へ
の
繰
出
金
な
ど
歳
出
の
増
加
が

続
く
な
か
、将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、安
定
し

た
財
政
基
盤
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、行
財
政
運

営
の
基
本
で
あ
る「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
」を
あ
げ
る
べ
く
、創
意
と
工
夫
、

英
知
の
結
集
に
よ
り
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
岡
谷
市
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
初
年
度
と
し
て
、全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
結
果
、一
般
会
計

は
実
質
収
支
で
６
億
７
千
５
７
３
万
４
０

４
２
円
の
黒
字
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、全
国
的
な
動
向
と
同
様
に
、

人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
行
財
政
運
営

の
難
し
さ
が
続
く
な
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、さ
ら
に

難
し
い
状
況
と
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
が
、国
の
動
向
な
ど
に
は
、よ
り
一
層

注
視
し
な
が
ら
、今
、こ
の
ま
ち
で
生
活

し
て
い
る
市
民
の
み
な
ら
ず
、こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ

の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、引
き
続
き
中
長

期
的
な
財
政
運
営
に
視
点
を
お
き
な
が

ら
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
活
用
に
よ
り
、必
要
な
事
業
を
着
実

に
実
施
し
な
が
ら
も
、将
来
に
わ
た
り
健

全
で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

 

岡
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
に
よ
り
、運
営
を
開
始
し
、令
和
元
年

度
の
実
績
は
、１
５
１
名
、延
べ
４
６
２

件
の
相
談
に
応
じ
、相
談
支
援
・
権
利
擁

護
事
業
の
利
用
支
援
に
対
応
し
た
ほ
か
、

法
人
後
見
も
１
件
受
任
す
る
な
ど
、専
門

的
な
支
援
の
実
施
に
も
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
、市
民
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
の
、総
合
調
整
機
能
を
発
揮
で

き
た
。

　

 

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
、登
録
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
の
数
は
合
計

７
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
は
、市
の
子
育
て
支
援

情
報
が
適
時
取
得
で
き
る
ほ
か
、

プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
情
報
が

自
動
的
に
届
く
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、子
育
て
情
報
が
集
約

さ
れ
て
発
信
さ
れ
て
い
る
の
で
、

わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

 

市
内
の
公
立
・
私
立
の
保
育
園
、認

定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
全
体
で
は
、３
歳

以
上
の
子
ど
も
の
う
ち
、国
の
制
度
に
よ

り
副
食
費
が
免
除
と
な
っ
た
方
が
約

15
％
、市
独
自
の
制
度
に
よ
り
第
２
子
半

額
と
な
っ
た
方
が
約
30
％
、第
３
子
以
降

免
除
と
な
っ
た
方
が
約
20
％
で
、保
育
料

が
無
償
化
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、副
食

費
も
約
65
％
の
方
が
減
免
・
免
除
対
象
と

な
っ
て
お
り
、保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　

 

総
ア
ク
セ
ス
数
は
、２
万
１
１
５
件

で
あ
り
、多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、自
身
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

相
談
者
の
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み

度
を
表
示
し
、こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
や
悩

み
事
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口
が
表
示
さ

れ
る
た
め
、そ
の
方
の
状
態
に
合
っ
た
相

談
窓
口
が
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
。要
因
は
、高
齢
者
の
免
許
保

有
率
の
上
昇
や
人
口
減
少
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、啓
発
活
動
や

免
許
返
納
者
へ
の
回
数
券
交
付
な
ど
の

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の「
既
存
利
用
者

の
満
足
度
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
、将
来

的
な
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
」と
の
助
言

も
参
考
に
し
な
が
ら
、ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　

 

市
立
岡
谷
図
書
館
の
行
事

や
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、館

内
の
様
子
や
前
庭
に
咲
く
花

や
木
、図
書
館
を
訪
れ
る
猫
や

鳥
な
ど
の
動
物
ネ
タ
な
ど
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市

立
岡
谷
図
書
館
を
知
っ
て
も

ら
い
、訪
れ
て
み
た
い
場
所
と

な
る
よ
う
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
開
設
し
た
。

　

 

令
和
元
年
度
の
歳
入
は
、約
２
０
１

億
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
約
10
億
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
要
な
一
般
財
源
と
し
て
は
、地
方
消

費
税
交
付
金
や
臨
時
財
政
対
策
債
が
前

年
度
に
対
し
て
減
と
な
っ
た
も
の
の
、市

税
は
前
年
度
に
対
し
て
約
１
，８
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
た
。

　

地
方
交
付
税
は
約
42
億
３
千
万
円
で
、

保
育
園
に
お
け
る
障
が
い
児
受
入
数
の

増
な
ど
に
よ
り
、基
準
財
政
需
要
額
の
社

会
福
祉
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
に
対
し
て
約
２
億
４
千
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

　

地
方
特
例
交
付
金
は
１
億
６
千
万
円

で
、幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
、

子
ど
も
・
子
育
て
臨
時
支
援
給
付
金
に
よ

り
、前
年
度
に
対
し
て
約
１
億
３
千
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
歳
入
一
般
財
源
は
、予
算
額

を
上
回
る
金
額
を
確
保
で
き
た
こ
と
か

ら
、一
定
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

歳
入
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

市
政
の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
市
税
を
は
じ
め
と
し
た　

自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
が
、生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
税
制
改
正
の
影
響
か
ら
、

市
税
等
の
大
幅
な
増
収
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
、依
存
財
源
と
な
る
国
・

県
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

市
職
員
の
非
正
規
化
が
進
行
し
て
い

る
点
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
改
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、非

正
規
職
員
の
待
遇
改
善
が
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
お
ら
ず
、官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

生
ま
な
い
た
め
に
、本
気
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、消
費
税
増
税
に
合
わ
せ
、各
種

利
用
料
や
使
用
料
等
を
引
き
上
げ
、市
民

に
負
担
を
さ
せ
、さ
ら
に
、一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
し
に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
上
げ
を
防
げ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
多
額
の

予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
過

ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、本

決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

　

緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調
が
続
く
中

で
、実
質
収
支
額
は
、６
億
７
，５
０
０
万

円
余
の
黒
字
が
確
保
さ
れ
、さ
ら
に
財
政

調
整
基
金
や
減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て

も
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、岡
谷
市
行
財
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
初
年
度
と
し
て
、将

来
を
見
据
え
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
財
政
基
盤
の
構
築
が
図
ら
れ
た
結
果

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の

初
年
度
と
し
て
、既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
加
え
、子
育
て
支
援
や
健
康
増
進
を

は
じ
め
、岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
働
く

環
境
の
整
備
の
ほ
か
、教
育
環
境
の
充
実

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、「
人
結
び 

夢
と

希
望
を
紡
ぐ 

た
く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
」

の
実
現
に
向
け
て
、積
極
的
な
新
規
事
業

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、本
決
算
認
定
に
賛

成
す
る
。

令
和
２
年 

第
３
回
定
例
会（
決
算
議
会
）

　
令
和
２
年
９
月
３
日（
木
）か
ら
令
和
２
年
10
月
５
日
（
月
）ま
で
の
33
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、人
事
案
件
２
件
、報
告
案
件
３
件
、一
般
議
案
５
件
、議
員
提
案
が
２
件
、決
算

議
案
が
11
件
、合
計
23
件
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
、７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、令
和
元
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計・企
業
会
計
の
決
算（
11
議
案
）は
、決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、審
査
を
行
い
、10
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

　
各
会
計
の
決
算
関
係
に
つ
い
て
、決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
長
の
決
算
に
対
す
る

総
括
的
評
価
に
つ
い
て

問答

こ
こ
ろ
の
体
温
計

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

　ク
シ
ス
テ
ム
）に
つ
い
て

問答

シ
ル
キ
ー
バ
ス
、諏
訪
湖
周
ス
ワ
ン

バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

問
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

委
託
料
に
つ
い
て

問答

多
子
世
帯 

副
食
費

支
援
補
助
金
に
つ
い
て

問答

子
育
て
支
援
ア
プ
リ〝
げ
ん
き
っ
ず

お
か
や
〞事
業
に
つ
い
て

問答

●令和2年 第3回定例会（決算議会）

○令和元年度 決算一覧表
会計名 歳入決算

一般会計
国民健康保険事業特別会計
地域開発事業特別会計
分収造林事業特別会計
霊園事業特別会計
温泉事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
湊財産区一般会計
水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

20,107,441,736
4,687,304,928
49,287,235
9,734,605
74,138,693
31,900,187
828,261,111
10,318,907
948,207,033
1,751,247,789
6,914,512,058

歳出決算
19,345,626,694
4,628,219,587
324,926,341
8,350,494
15,534,712
9,232,483

806,209,311
698,352

702,025,912
1,502,864,835
7,033,502,682

差し引き
761,815,042
59,085,341

▲275,639,106
1,384,111
58,603,981
22,667,704
22,051,800
9,620,555
246,181,121
248,382,954
▲118,990,624

企業会計収益的収支（消費税込）

審査結果
認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

令和元年度決算認定「市の活動成果をチェック」特  集

決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計・特
別
会
計

●決算特別委員会（一般・特別会計）

●今井 秀実委員長総括コメント

岡
谷
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【委 員 長】
【副委員長】
【委　　員】

今井 秀実
田村みどり
今井 義信・早出 一真
中島 秀明・今井 康善
早出すみ子・浜　 幸平

答

　多子世帯副食費支援補助金に着目！
　幼保無償化はされたが子供が通うそれぞれの施設で
のおかずやおやつ等の副食費は対象外となった。そこ
で、副食費に対して国の免除制度に加え市独自の減免・
免除制度を展開。保護者の経済的負担の軽減につなが
り子育てしやすい環境へ一歩前進したと評価した。

●田村 みどり副委員長

　令和元年度の新規事業の評価と課題及び既存事業、
特に、長期の事業の分析と見直しに着目した。審査を通
じて、各事業の評価や分析を基にした今後の対応や取
り組みには、ある程度の方向性が出ていても、それを実
際に形にしていくには担当を超えた対応や調整が必要
なことが多いことを感じた。

●中島 秀明委員

　岡谷市の行財政運営の、健全化と透明性がなされて
いるかに着目し、質問の中で、本当に必要な事業であっ
たのかを聞いた。また、予算執行にあたり、課題はない
か、その評価、実績についても、市の考えを聞いた。聞き
たかった着眼点の審査を終え、執行残のある事業もな
く、質問に回答された。

●今井 義信委員

　行政事務交付金、使用料及び手数料など直接見えな
い歳出に注目した。
　区への配分は均等割り、人口割り、世帯割であり、次
年度見直す時期である。使用料及び手数料は今年度見
直し、消費税値上げにより、すべて上がっている。全体に
丁寧に詳細にわかりやすく報告があり理解できた。

●早出 すみ子委員

　３ヵ年計画「岡谷市行財政改革プログラム」の初年度
として多くの成果を上げている。一方コロナ禍により
「新たな日常」の実現が求められ、計画が途中であって
も大胆な変更も必要。行政評価システムの在り方等、事
業負担と効果を十分踏まえた検討と過去の常識にとら
われない行政運営を要望する。

●今井 康善委員

　一般会計決算審査では、歳出での
①適切な予算執行に加えて  ②次年度への繰越金
③不用額の発生理由、また歳入では
④地方交付税確保  ⑤市税に於ける未収金発生理由  
⑥不納欠損処理の合理性等がポイントです。
審査評価ですが歳入等の収納率を高める努力が見ら
れ、決算議案には賛成しました。

●浜 幸平委員

　決算認定にあたり、基本的に財政が健全であり柔軟
な財政運営ができたのか、それにより、最小の経費で
最大の成果、結果を示すことができたかを重点的に審
査した。歳入は財源確保と自主財源、依存財源のバラン
ス、歳出はキャップ制による市債の償還状況と各種事
業について慎重に審査した。

●早出 一真委員

一般会計・特別会計「私は　　　に着目！！」ココ

げんきっずおかや
母子モ 検索

23
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一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場

特  

集

特  

集



　

 

令
和
元
年
度
は
、「
第
５
次
岡
谷
市

総
合
計
画
」の
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像
で
あ
る

『
人
結
び 

夢
と
希
望
を
紡
ぐ 

た
く
ま
し

い
ま
ち
岡
谷
』の
実
現
に
向
け
、「
新
た
な

時
代
を
拓
く
年
」と
位
置
づ
け
、各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ

る
人
口
構
造
の
変
化
に
よ
り
、市
税
を
は

じ
め
と
し
て
歳
入
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
一
方
で
、扶
助
費
や
介
護
・

医
療
へ
の
繰
出
金
な
ど
歳
出
の
増
加
が

続
く
な
か
、将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、安
定
し

た
財
政
基
盤
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、行
財
政
運

営
の
基
本
で
あ
る「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
」を
あ
げ
る
べ
く
、創
意
と
工
夫
、

英
知
の
結
集
に
よ
り
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
岡
谷
市
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
初
年
度
と
し
て
、全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
結
果
、一
般
会
計

は
実
質
収
支
で
６
億
７
千
５
７
３
万
４
０

４
２
円
の
黒
字
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、全
国
的
な
動
向
と
同
様
に
、

人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
行
財
政
運
営

の
難
し
さ
が
続
く
な
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、さ
ら
に

難
し
い
状
況
と
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
が
、国
の
動
向
な
ど
に
は
、よ
り
一
層

注
視
し
な
が
ら
、今
、こ
の
ま
ち
で
生
活

し
て
い
る
市
民
の
み
な
ら
ず
、こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ

の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、引
き
続
き
中
長

期
的
な
財
政
運
営
に
視
点
を
お
き
な
が

ら
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
活
用
に
よ
り
、必
要
な
事
業
を
着
実

に
実
施
し
な
が
ら
も
、将
来
に
わ
た
り
健

全
で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

 

岡
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
に
よ
り
、運
営
を
開
始
し
、令
和
元
年

度
の
実
績
は
、１
５
１
名
、延
べ
４
６
２

件
の
相
談
に
応
じ
、相
談
支
援
・
権
利
擁

護
事
業
の
利
用
支
援
に
対
応
し
た
ほ
か
、

法
人
後
見
も
１
件
受
任
す
る
な
ど
、専
門

的
な
支
援
の
実
施
に
も
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
、市
民
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
の
、総
合
調
整
機
能
を
発
揮
で

き
た
。

　

 

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
、登
録
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
の
数
は
合
計

７
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
は
、市
の
子
育
て
支
援

情
報
が
適
時
取
得
で
き
る
ほ
か
、

プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
情
報
が

自
動
的
に
届
く
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、子
育
て
情
報
が
集
約

さ
れ
て
発
信
さ
れ
て
い
る
の
で
、

わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

 

市
内
の
公
立
・
私
立
の
保
育
園
、認

定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
全
体
で
は
、３
歳

以
上
の
子
ど
も
の
う
ち
、国
の
制
度
に
よ

り
副
食
費
が
免
除
と
な
っ
た
方
が
約

15
％
、市
独
自
の
制
度
に
よ
り
第
２
子
半

額
と
な
っ
た
方
が
約
30
％
、第
３
子
以
降

免
除
と
な
っ
た
方
が
約
20
％
で
、保
育
料

が
無
償
化
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、副
食

費
も
約
65
％
の
方
が
減
免
・
免
除
対
象
と

な
っ
て
お
り
、保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　

 

総
ア
ク
セ
ス
数
は
、２
万
１
１
５
件

で
あ
り
、多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、自
身
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

相
談
者
の
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み

度
を
表
示
し
、こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
や
悩

み
事
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口
が
表
示
さ

れ
る
た
め
、そ
の
方
の
状
態
に
合
っ
た
相

談
窓
口
が
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
。要
因
は
、高
齢
者
の
免
許
保

有
率
の
上
昇
や
人
口
減
少
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、啓
発
活
動
や

免
許
返
納
者
へ
の
回
数
券
交
付
な
ど
の

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の「
既
存
利
用
者

の
満
足
度
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
、将
来

的
な
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
」と
の
助
言

も
参
考
に
し
な
が
ら
、ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　

 

市
立
岡
谷
図
書
館
の
行
事

や
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、館

内
の
様
子
や
前
庭
に
咲
く
花

や
木
、図
書
館
を
訪
れ
る
猫
や

鳥
な
ど
の
動
物
ネ
タ
な
ど
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市

立
岡
谷
図
書
館
を
知
っ
て
も

ら
い
、訪
れ
て
み
た
い
場
所
と

な
る
よ
う
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
開
設
し
た
。

　

 

令
和
元
年
度
の
歳
入
は
、約
２
０
１

億
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
約
10
億
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
要
な
一
般
財
源
と
し
て
は
、地
方
消

費
税
交
付
金
や
臨
時
財
政
対
策
債
が
前

年
度
に
対
し
て
減
と
な
っ
た
も
の
の
、市

税
は
前
年
度
に
対
し
て
約
１
，８
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
た
。

　

地
方
交
付
税
は
約
42
億
３
千
万
円
で
、

保
育
園
に
お
け
る
障
が
い
児
受
入
数
の

増
な
ど
に
よ
り
、基
準
財
政
需
要
額
の
社

会
福
祉
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
に
対
し
て
約
２
億
４
千
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

　

地
方
特
例
交
付
金
は
１
億
６
千
万
円

で
、幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
、

子
ど
も
・
子
育
て
臨
時
支
援
給
付
金
に
よ

り
、前
年
度
に
対
し
て
約
１
億
３
千
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
歳
入
一
般
財
源
は
、予
算
額

を
上
回
る
金
額
を
確
保
で
き
た
こ
と
か

ら
、一
定
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

歳
入
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

市
政
の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
市
税
を
は
じ
め
と
し
た　

自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
が
、生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
税
制
改
正
の
影
響
か
ら
、

市
税
等
の
大
幅
な
増
収
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
、依
存
財
源
と
な
る
国
・

県
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

市
職
員
の
非
正
規
化
が
進
行
し
て
い

る
点
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
改
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、非

正
規
職
員
の
待
遇
改
善
が
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
お
ら
ず
、官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

生
ま
な
い
た
め
に
、本
気
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、消
費
税
増
税
に
合
わ
せ
、各
種

利
用
料
や
使
用
料
等
を
引
き
上
げ
、市
民

に
負
担
を
さ
せ
、さ
ら
に
、一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
し
に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
上
げ
を
防
げ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
多
額
の

予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
過

ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、本

決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

　

緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調
が
続
く
中

で
、実
質
収
支
額
は
、６
億
７
，５
０
０
万

円
余
の
黒
字
が
確
保
さ
れ
、さ
ら
に
財
政

調
整
基
金
や
減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て

も
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、岡
谷
市
行
財
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
初
年
度
と
し
て
、将

来
を
見
据
え
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
財
政
基
盤
の
構
築
が
図
ら
れ
た
結
果

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の

初
年
度
と
し
て
、既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
加
え
、子
育
て
支
援
や
健
康
増
進
を

は
じ
め
、岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
働
く

環
境
の
整
備
の
ほ
か
、教
育
環
境
の
充
実

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、「
人
結
び 

夢
と

希
望
を
紡
ぐ 

た
く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
」

の
実
現
に
向
け
て
、積
極
的
な
新
規
事
業

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、本
決
算
認
定
に
賛

成
す
る
。

　

 

人
口
減
少
等
に
よ
り
、水
道
料
金
の

収
入
が
減
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、水
道

事
業
収
益
全
体
で
前
年
度
比
約
７
９
１

万
円
の
減
と
な
っ
た
が
、純
利
益
と
し
て

１
億
９
千
10
万
９
，６
６
８
円
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

 

県
下
19
市
、近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
、基
本
料
金
及
び
使
用
水
量
月
10
㎥
ま

で
は
料
金
が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、月
20

㎥
以
上
に
な
る
と
大
き
く
料
金
が
安
価

に
な
る
。口
径
20
ミ
リ
か
ら
75
ミ
リ
の
主

に
事
業
所
関
係
の
大
口
使
用
の
水
道
料

金
は
、19
市
中
最
も
安
価
で
あ
る
。

　

 

令
和
元
年
４
月
よ
り
ペ
イ
ペ
イ
、ラ

イ
ン
ペ
イ
の
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入
し
て

支
払
い
方
法
を
拡
充
す
る
ほ
か
、９
月
か

ら
は
コ
ン
ビ
ニ
、ス
マ
ホ
決
済
の
支
払
い

納
期
限
を
25
日
か
ら
35
日
に
期
間
延
長

す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、前
年

度
と
同
率
の
99.

６
％
の
収
納
率
を
維
持

で
き
た
。

　

 

漏
水
調
査
で
71
か
所
の
漏
水
を
発

見
し
修
理
を
行
っ
た
。湊
五
丁
目
の
大
規

模
漏
水
解
消
に
よ
り
、令
和
元
年
６
月
に

小
田
井
水
源
を
休
止
し
、花
岡
水
源
の
配

水
区
域
に
統
合
し
た
。今
後
も
再
構
築
事

業
な
ど
に
併
せ
て
、水
道
施
設
の
統
廃
合

の
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　

人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
経
営
状

況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
黒
字
決
算

は
、職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
成

果
で
あ
り
、感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

引
き
続
き
、関
係
福
祉
部
署
と
連
携
し
た

滞
納
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
、水
道
事
業
計

画
に
基
づ
い
た
老
朽
管
の
更
新
と
耐
震
化

工
事
の
着
実
な
実
行
な
ど
に
よ
り
、安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す
る
こ

と
を
要
望
し
、決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り

　

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※

委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り

　

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
立
岡
谷
図
書
館
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

問答
　

 

人
口
減
少
等
に
よ
る
汚
水
量
の
減

少
に
伴
い
、下
水
道
使
用
料
収
入
が
前
年

度
比
約
１
，７
６
８
万
円
の
減
と
な
っ
た

が
、施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
へ
の
対

応
や
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら

経
費
節
減
に
努
め
る
中
、２
億
２
，７
１

４
万
７
，５
１
２
円
の
純
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

 

正
規
職
員
の
予
算
定
数
１
名
削
減
、

ま
た
事
業
費
削
減
の
た
め
、マ
ン
ホ
ー
ル

鉄
蓋
交
換
工
事
の
鉄
蓋
を
市
が
単
価
契

約
に
よ
り
購
入
し
、業
者
へ
現
物
支
給
す

る
契
約
方
法
に
改
め
た
。

　

 

使
用
汚
水
量
10
㎥
か
ら
５
千
㎥
ま

で
の
使
用
料
が
、県
下
19
市
で
高
い
方
の

順
位
か
ら
み
て
13
番
目
か
ら
16
番
目
の

間
と
安
価
な
設
定
に
位
置
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、積
極
的
に
施

設
の
維
持
管
理
を
進
め
な
が
ら
、徹
底
し

た
経
費
削
減
や
収
納
率
の
維
持
・
向
上
に

努
め
た
結
果
、約
２
億
２
，７
１
５
万
円

の
純
利
益
と
な
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価

す
る
。今
後
も
、財
政
運
営
の
安
定
化
と
、

定
期
的
な
管
路
の
点
検
、施
設
の
長
寿
命

化
、計
画
的
な
建
設
改
良
工
事
、雨
水
渠

整
備
事
業
の
着
実
な
実
施
、未
接
続
世

帯
・
未
整
備
地
区
の
解
消
、災
害
に
備
え

た
耐
震
化
の
推
進
等
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
要
望
し
、決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

 

令
和
２
年
１
月
時
点
は
、前
年
度
と

同
等
の
入
院
患
者
・
外
来
患
者
が
確
保
で

き
て
い
た
が
、記
録
的
な
暖
冬
、イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
症
の
患
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
２
月
以
降
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

等
に
伴
い
入
院
・
外
来
の
患
者
数
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、１
億
２
，１
１
０
万

円
の
純
損
失
と
な
り
、経
常
収
支
で
も

５
，９
７
０
万
円
の
損
失
と
な
っ
た
。

　

 

訪
問
人
数
は
減
少
し
た
が
、在
宅
で

の
看
取
り
や
医
療
依
存
度
の
高
い
利
用

者
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、利
用
回
数
は
増

と
な
っ
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
い
、入
院
し
て
も
面
会
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
自
宅
で
の
看
取
り

を
希
望
さ
れ
る
利
用
者
や
、入
院
し
て
い

て
も
早
め
に
退
院
し
て
自
宅
療
養
を
希

望
さ
れ
る
利
用
者
が
増
え
た
。

　

 

院
内
に
患
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
を

設
置
し
、接
遇
の
技
術
向
上
、意
識
啓
発

の
ほ
か
、患
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
共
通
設
問
と
し

て
、職
員
の
対
応
に
つ
い
て
、「
と
て
も
良

い
」、「
良
い
」、「
ふ
つ
う
」、「
悪
い
」、「
非

常
に
悪
い
」の
５
段
階
で
評
定
し
、80
％

以
上
の
方
が「
と
て
も
良
い
」ま
た
は「
良

い
」と
の
評
価
だ
っ
た
。こ
れ
ら
評
価
は
、

職
員
間
で
情
報
共
有
し
、職
員
の
意
識
啓

発
、接
遇
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

　

暖
冬
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
等
の
影
響
に
よ
り
、黒
字
は
達
成

で
き
な
か
っ
た
が
、地
域
に
密
着
し
た
病

院
を
目
指
し
た
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
は
高
く
評
価
す
る
。引
き
続

き
、全
職
員
の
感
染
防
止
の
徹
底
や
、国

や
県
か
ら
の
財
政
支
援
措
置
に
よ
る
地

域
医
療
の
維
持
発
展
へ
一
層
の
尽
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、よ
り
市
民
に
親

し
ま
れ
る
病
院
に
な
る
こ
と
を
要
望
し
、

決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

◆ 

討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

●令和2年 第3回定例会（決算議会）令和元年度決算認定「市の活動成果をチェック」特  集

経
営
状
況
に
つ
い
て

問

決
算
特
別
委
員
会

企
業
会
計

岡
谷
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

　健全財政が維持されているか、8名
の委員で様々な角度から審査が深まる
ように努めました。上下水道について
は、引き続き災害に対する危機管理体
制の一層の強化を望みます。
　また、病院事業においては、残念なが
ら新型コロナウイルス感染症等の影響
により、8年間黒字であった収支が、赤
字となった。市当局においては積極的
に国・県への要請を行い質の高い医療
サービスの提供に努め、経営の健全化
をお願いしたい。
　さらに、訪問看護事業の充実を図り、
地域の中核病院
として、関係機関
との連携を深め、
市民福祉の向上
をお願いしたい。

【委 員 長】
【副委員長】
【委　　員】

山崎　 仁
吉田　 浩
武井 友則・遠藤 真弓
小松　 壮・大塚 秀樹
笠原征三郎・藤森 博文

●決算特別委員会（企業会計）

●山崎 仁委員長総括コメント

歳
入
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

問答
水
道
料
金
に
つ
い
て

問答

有
収
率
に
つ
い
て

問

答

収
納
状
況
に
つ
い
て

問答

　病院事業会計、医療体制の中で土曜外来診療廃止に
対して市民の声について。平成30年度開始の外来ブ
ロック受付業務の専門業者への委託2年目の成果につ
いて着目した。土曜日外来希望者には周知を徹底し救
急で受入れするなど対応。今後も市民の声、職員の負担
軽減など考慮したサービス向上を期待したい。

●吉田　浩副委員長

　昨年の企業会計を傍聴した際に気になった点につい
て、改善に向け令和元年度どのような取り組みがされた
かという点に着目した。
　各事業とも気になっていた点について、ある程度の改
善が図られていたが、もう一歩であると感じた。今後は
スピード感を持って対応してもらうことに期待したい。

●武井 友則委員

　上下水道の審査を行い、人口減及び給水量減により
収入確保が厳しい中、経費削減や安定経営に向けた取
り組みに着目しました。上水道では、漏水検査の強化、
有収率の向上、配水池の一部廃止、下水道では事務員１
名の削減などを行ったとのこと。安定経営に向けた努力
がされていることを確認した。

●小松　壮委員

　暖冬により風邪と骨折が少なく、また新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響で患者数が減少し、入院収益と
外来収益が大きく減収となかったが、市民の生命と健
康を守る市民病院として「人材確保、人材育成」「質の高
い医療サービスの提供」を心掛け病院運営に取り組み
健全経営を目指していただきたい。

●大塚 秀樹委員

●遠藤 真弓委員

　病院事業会計中、新型コロナウイルス感染症の問題
が、どの様に影響したのか。病院が一丸となっての必死
の取組には敬意を表します。一部の心ない誹謗中傷が
あったことは残念です。ここ数年続いていた、経常利益
が令和元年度は損失となりましたが、感染病床を持つ
病院として、私は「名誉ある赤字」だと思います。

●笠原 征三郎委員

　病院事業にとって、人材確保・育成は最重要案件であ
る。全国的な医師不足・医師の地方偏在・診療科偏在と
いう状況下、医師の岡谷への定着をどう図るのか、又、今
後最も肝になるであろう基幹型臨床研修病院認定につ
いて、進捗状況、課題、見込み等含め、確かな取組がなさ
れたのか質したい。

企業会計「私は　　　に着目！！」ココ

答

▼ツイッター
@okayatosyokan

　捉えた課題（やるべき事）は？
　決算の状況、予算執行を通しての課題の明確化に着
目しました。病院事業は外的要因（暖冬）による患者数
減で純損失でしたが、経営改善・確かな医療提供・人材
確保の実績、上下水道事業は経営努力で純利益となる
中、各事業の厳しい課題の確認ができました。

●藤森 博文委員
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人
口
減
少
等
に
よ
り
、水
道
料
金
の

収
入
が
減
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、水
道

事
業
収
益
全
体
で
前
年
度
比
約
７
９
１

万
円
の
減
と
な
っ
た
が
、純
利
益
と
し
て

１
億
９
千
10
万
９
，６
６
８
円
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

 

県
下
19
市
、近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
、基
本
料
金
及
び
使
用
水
量
月
10
㎥
ま

で
は
料
金
が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、月
20

㎥
以
上
に
な
る
と
大
き
く
料
金
が
安
価

に
な
る
。口
径
20
ミ
リ
か
ら
75
ミ
リ
の
主

に
事
業
所
関
係
の
大
口
使
用
の
水
道
料

金
は
、19
市
中
最
も
安
価
で
あ
る
。

　

 

令
和
元
年
４
月
よ
り
ペ
イ
ペ
イ
、ラ

イ
ン
ペ
イ
の
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入
し
て

支
払
い
方
法
を
拡
充
す
る
ほ
か
、９
月
か

ら
は
コ
ン
ビ
ニ
、ス
マ
ホ
決
済
の
支
払
い

納
期
限
を
25
日
か
ら
35
日
に
期
間
延
長

す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、前
年

度
と
同
率
の
99.

６
％
の
収
納
率
を
維
持

で
き
た
。

　

 

漏
水
調
査
で
71
か
所
の
漏
水
を
発

見
し
修
理
を
行
っ
た
。湊
五
丁
目
の
大
規

模
漏
水
解
消
に
よ
り
、令
和
元
年
６
月
に

小
田
井
水
源
を
休
止
し
、花
岡
水
源
の
配

水
区
域
に
統
合
し
た
。今
後
も
再
構
築
事

業
な
ど
に
併
せ
て
、水
道
施
設
の
統
廃
合

の
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　

人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
経
営
状

況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
黒
字
決
算

は
、職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
成

果
で
あ
り
、感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

引
き
続
き
、関
係
福
祉
部
署
と
連
携
し
た

滞
納
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
、水
道
事
業
計

画
に
基
づ
い
た
老
朽
管
の
更
新
と
耐
震
化

工
事
の
着
実
な
実
行
な
ど
に
よ
り
、安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す
る
こ

と
を
要
望
し
、決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

経
費
節
減
及
び
企
業
努
力
に

つ
い
て

問答

訪
問
看
護
の
延
利
用
者
数
減
、

利
用
回
数
増
の
理
由
は
？

問答

令和2年 第3回定例会（9月定例会）

　

 
人
口
減
少
等
に
よ
る
汚
水
量
の
減

少
に
伴
い
、下
水
道
使
用
料
収
入
が
前
年

度
比
約
１
，７
６
８
万
円
の
減
と
な
っ
た

が
、施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
へ
の
対

応
や
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら

経
費
節
減
に
努
め
る
中
、２
億
２
，７
１

４
万
７
，５
１
２
円
の
純
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

 

正
規
職
員
の
予
算
定
数
１
名
削
減
、

ま
た
事
業
費
削
減
の
た
め
、マ
ン
ホ
ー
ル

鉄
蓋
交
換
工
事
の
鉄
蓋
を
市
が
単
価
契

約
に
よ
り
購
入
し
、業
者
へ
現
物
支
給
す

る
契
約
方
法
に
改
め
た
。

　

 

使
用
汚
水
量
10
㎥
か
ら
５
千
㎥
ま

で
の
使
用
料
が
、県
下
19
市
で
高
い
方
の

順
位
か
ら
み
て
13
番
目
か
ら
16
番
目
の

間
と
安
価
な
設
定
に
位
置
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、積
極
的
に
施

設
の
維
持
管
理
を
進
め
な
が
ら
、徹
底
し

た
経
費
削
減
や
収
納
率
の
維
持
・
向
上
に

努
め
た
結
果
、約
２
億
２
，７
１
５
万
円

の
純
利
益
と
な
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価

す
る
。今
後
も
、財
政
運
営
の
安
定
化
と
、

定
期
的
な
管
路
の
点
検
、施
設
の
長
寿
命

化
、計
画
的
な
建
設
改
良
工
事
、雨
水
渠

整
備
事
業
の
着
実
な
実
施
、未
接
続
世

帯
・
未
整
備
地
区
の
解
消
、災
害
に
備
え

た
耐
震
化
の
推
進
等
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
要
望
し
、決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

 

令
和
２
年
１
月
時
点
は
、前
年
度
と

同
等
の
入
院
患
者
・
外
来
患
者
が
確
保
で

き
て
い
た
が
、記
録
的
な
暖
冬
、イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
症
の
患
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
２
月
以
降
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

等
に
伴
い
入
院
・
外
来
の
患
者
数
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、１
億
２
，１
１
０
万

円
の
純
損
失
と
な
り
、経
常
収
支
で
も

５
，９
７
０
万
円
の
損
失
と
な
っ
た
。

　

 

訪
問
人
数
は
減
少
し
た
が
、在
宅
で

の
看
取
り
や
医
療
依
存
度
の
高
い
利
用

者
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、利
用
回
数
は
増

と
な
っ
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
い
、入
院
し
て
も
面
会
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
自
宅
で
の
看
取
り

を
希
望
さ
れ
る
利
用
者
や
、入
院
し
て
い

て
も
早
め
に
退
院
し
て
自
宅
療
養
を
希

望
さ
れ
る
利
用
者
が
増
え
た
。

　

 

院
内
に
患
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
を

設
置
し
、接
遇
の
技
術
向
上
、意
識
啓
発

の
ほ
か
、患
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
共
通
設
問
と
し

て
、職
員
の
対
応
に
つ
い
て
、「
と
て
も
良

い
」、「
良
い
」、「
ふ
つ
う
」、「
悪
い
」、「
非

常
に
悪
い
」の
５
段
階
で
評
定
し
、80
％

以
上
の
方
が「
と
て
も
良
い
」ま
た
は「
良

い
」と
の
評
価
だ
っ
た
。こ
れ
ら
評
価
は
、

職
員
間
で
情
報
共
有
し
、職
員
の
意
識
啓

発
、接
遇
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

　

暖
冬
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
等
の
影
響
に
よ
り
、黒
字
は
達
成

で
き
な
か
っ
た
が
、地
域
に
密
着
し
た
病

院
を
目
指
し
た
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
は
高
く
評
価
す
る
。引
き
続

き
、全
職
員
の
感
染
防
止
の
徹
底
や
、国

や
県
か
ら
の
財
政
支
援
措
置
に
よ
る
地

域
医
療
の
維
持
発
展
へ
一
層
の
尽
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、よ
り
市
民
に
親

し
ま
れ
る
病
院
に
な
る
こ
と
を
要
望
し
、

決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

○令和２年 第3回定例会（全会一致により可決等された議案等）

○令和２年 第3回定例会（賛否が分かれた議案等）

○陳情審査結果
議長：議長職のため採決に加わらない  ○：賛成 ×：反対  欠：欠席

議案番号

議案第46号

議案第47号

議案第52号

令和元年度岡谷市一般会計歳入歳出決算認定について

令和元年度岡谷市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について
令和元年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出
決算認定について

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

認定

認定

認定

議長

議長

議長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

審
議
結
果

付
託
委
員
会

件　名

議案番号
報告第20号
報告第21号
報告第22号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
議案第51号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
議案第56号
議案第57号
議案第58号
議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度岡谷市一般会計補正予算（第６号））
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度岡谷市一般会計補正予算（第７号））
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度岡谷市病院事業会計補正予算（第２号））
令和元年度岡谷市地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和元年度岡谷市分収造林事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和元年度岡谷市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和元年度岡谷市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和元年度岡谷市湊財産区一般会計歳入歳出決算認定について
令和元年度岡谷市水道事業会計の決算認定について
令和元年度岡谷市下水道事業会計の決算認定について
令和元年度岡谷市病院事業会計の決算認定について
岡谷市教育委員会委員の選任について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和２年度岡谷市一般会計補正予算（第８号）
令和２年度岡谷市病院事業会計補正予算（第３号）
岡谷市子ども発達支援センター条例
令和２年度岡谷市一般会計補正予算（第９号）
財産の取得について
県道下諏訪辰野線拡幅改良を求める意見書
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

件　名

陳情番号
陳情29
陳情30

主要地方道下諏訪辰野線拡幅改良事業に対する要望
岡谷市内危険個所改修についての要望

産業建設
産業建設

採　択
趣旨採択

件　名 付託委員会 審査結果

浜
　
　
幸
平

遠
藤
　
真
弓

笠
原
征
三
郎

大
塚
　
秀
樹

小
松
　
　
壮

早
出
　
一
真

今
井
　
康
善

武
井
　
友
則

今
井
　
秀
実

早
出
す
み
子

今
井
　
義
信

中
島
　
保
明

中
島
　
秀
明

吉
田
　
　
浩

田
村
み
ど
り

山
崎
　
　
仁

藤
森
　
博
文

渡
辺
　
太
郎

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

決算特別委員会企業会計「岡谷市民病院車庫棟視察」

議場正面（議長席うしろ）の壁掛織物

●令和2年 第3回定例会（決算議会）

　市民起点の暖かい市
政運営やポストコロナ社
会を見据えたニューノー
マル時代への展望に着目
し、予算の効率的な執
行、健全経営及び健全財
政の保持、2月以降の新
型コロナウイルス感染症
の影響、次年度予算に反映すべき施策等に注視し
ました。地域資源を最大限に活用した特色あるま
ちづくりと将来にわたり持続可能な発展、市民福
祉向上への更なる奮励努力が大切と感じています。

●議長からのコメント／渡辺 太郎

岡
谷
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

経
営
状
況
に
つ
い
て

問答
患
者
に
対
す
る
接
遇
に
つ
い
て

問答

下
水
道
使
用
料
の
状
況
に
つ
い
て

問答

　猛暑日の7月28日、長野県庁にて県道下諏
訪辰野線整備促進期成同盟会が県知事へ「主
要地方道下諏訪辰野線の整備促進の要望書」
を提出しました。会長の今井市長と副会長の
武居町長に藤森副議長と共に同行しました。
【要望内容】
①岡谷市都市計画道路岡谷川岸線（川岸小学
　校～観蛍橋）までの整備
②川岸駅から辰野町方面の現道における未改
　良区間の整備
③辰野町平出交差点北側から平出橋までの
　歩道等拡幅整備促進
　待張川から川岸小学校までの工事が令和元
年度に完了しました。通学路の安全と周辺の円滑な通行が格段に向上したことに、市議会を代表して感謝を
申し上げます。引き続き住民の皆様の安全・安心確保のため先線区間の早期の整備促進を強く要望いたしま
した。今後も岡谷市内の安全な交通空間の整備について全力で推進してまいります。

●議長／渡辺 太郎

【大丈夫！岡谷市民病院】
　今回の決算認定で、天
野先生を始めとした病院
事業従事者が一部の人
の誹謗や中傷に負けず
に患者さんに対して丁寧
で献身的な治療を続け
ていることを改めて認識
しました。賛成討論では、病院事業と従事する職員
の皆さんに対し力強く温かいエールと感謝の言葉
が送られました。この場にいて、私には岡谷市民病
院の将来に光が差しているように感じられました。

●監査委員からのコメント／中島 保明

●主な議案の審議結果

こんなこともしてるよ、議会って。 活動
報告

岡
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

経
営
状
況
に
つ
い
て

問答
※

委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り

　

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※

委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り

　

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　上下に山 と々湖を表現し、様々な要素が主張
しながら調和し、発展していく様子を中央にイ
メージしている。   （宮坂博文氏作成寄贈：S62）

67

特  

集

特  

集

第
３
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場



Q …議員の問い　　…市からの答え…議員の問い　　…市からの答え

ズバリ！
市政を問う！
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AA

※岡谷市ホームページから、一般質問の詳
　細や録画映像の動画を見ることができ
　ます。パソコン、スマートフォンからいつ
　でもご覧いただけます。

※掲載は質問順です。
※掲載内容は質問者の
　文責によるものです。

●一般質問とは…
　議員が、市政全般にわた
　り、執行機関である市に対
　して、事務の執行状況及び
　将来への方針などについ
　て考えや意見を聞き、報
　告、説明を求めるなど、質
　問をすることです。
　年４回の定例会において
　行われ、議員活動の根幹
　をなすものといえます。

●一般質問の順位は、定例
　会招集日の開会前（3月定
　例会は除く）に、くじで決
　めます。

Q
小
中
学
校
で
の
20
人
規
模

授
業
の
実
現
を

財
政
上
、非
常
に
難
し
い
課
題

　

  

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

面
か
ら
20
人
規
模
の
授
業
が
必
要
で
は
？

　

  

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
に
は
有
効
な

手
段
だ
が
、担
任
の
加
配
や
多
く
の
教
室
を

必
要
と
す
る
な
ど
課
題
が
あ
る
。

　

  

一
人
ひ
と
り
に
目
が
届
き
や
す
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。一
方
で
、音
楽
会
な

ど
一
定
の
集
団
に
よ
る
学
習
活
動
や
学
校

行
事
に
関
し
て
は
、互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る

力
の
醸
成
な
ど
の
面
で
課
題
が
あ
る
。

　
  

学
校
再
開
後
の
一
定
期
間
、子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
策
と
し
て
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。

　

  

無
償
化
は
支
援
の
一
環
に
は
な
る
と
思

う
。し
か
し
、岡
谷
市
で
実
施
と
な
れ
ば
、大

き
な
財
政
負
担（
年
間
約
２
億
円
）を
伴
う

こ
と
に
な
る
。

　

  

区
長
会
か
ら
の
要
望
書
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

  

社
会
・
経
済
情
勢
、市
の
財
政
状
況
の
ほ

か
、区
長
会
か
ら
の
要
望
書
の
内
容
を
精
査

し
、検
討
を
し
て
い
く
。

A AQQ
ど
う
す
る
？
今
後
の

や
ま
び
こ
公
園
整
備
の
考
え

利
用
者
の
視
点
で
整
備
計
画

　

  

近
年
で
は
、公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、10
年
間
の

計
画
期
間
が
終
了
す
る
今
年
度
、新
た
な
計

画
を
策
定
し
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
計

画
的
に
改
修
等
を
実
施
す
る
考
え
で
い
る
。

　

  

専
用
的
な
使
用
で
は
な
く
、眺
望
を
楽

し
み
な
が
ら
自
由
に
散
策
で
き
る
広
場
と

し
て
活
用
し
た
い
。

　

  

イ
ベ
ン
ト
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て
も

利
用
し
て
い
て
、現
在
の
利
用
状
況
に
適
さ

な
い
。

★
要
望…

近
隣
市
町
村
に
は
芝
生
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
増
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
安
全
に
楽
し
め
る
施
設

の
確
保
を
。

　

  

利
用
者
か
ら
も
不
便
だ
と
意
見
が
あ

る
。安
全
面
な
ど
の
課
題
も
多
い
が
、整
備

計
画
に
盛
り
込
め
な
い
か
検
討
し
た
。

　

  

現
在
も
林
道
か
ら
乗
り
入
れ
が
可
能
。

公
園
は
宿
泊
施
設
で
は
な
く
、キ
ャ
ン
プ

場
と
し
て
は
管
理
上
の
課
題
が
多
い
。デ

イ
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
中

で
、利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、指
定

管
理
者
と
実
施
可
能
か
考
え
る
。

★
要
望…
区
画
整
理
さ
れ
た
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
す
る
事
で
来
園
者
も
増
え
る
と

思
わ
れ
、充
実
し
た
整
備
を
望
む
。

課
題
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、公
園
施
設
長

寿
命
化
計
画
に
沿
い
、国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
不
便
だ
っ
た
箇
所
の
有
効
活
用
を
。

A

A

Q
コ
ロ
ナ
禍
、修
学
旅
行
等
の

取
り
扱
い
は
？

で
き
る
だ
け
実
施
の
方
向

　

  

引
き
続
き
、公
費
負
担
す
る
。

　

  

本
交
付
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ

れ
ば
制
限
な
く
利
用
可
能
。「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
資
金
」「
生
産
性
向

上
、新
技
術
開
発
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
奨

励
金
」「
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
３
万
円
支

給
」「
市
民
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
装
置
購

入
」「
21
区
へ
の
行
政
事
務
交
付
金
の
追
加

交
付
」等
々
に
活
用
。

　

  

増
車
も
含
め
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り

一
定
の
事
業
者
支
援
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

★
要
望…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
、

バ
ス
運
行
事
業
者
支
援
を
。

　

  

症
状
が
重
く
な
る
と
、体
調
不
良
や
集

中
力
の
低
下
が
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。学
習
に
も
影
響
が
あ
る
。

　

  

全
国
的
に
み
る
と
子
供
に
関
わ
る
事

例
が
あ
る
。健
康
で
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
先
進
事
例
等
を
注
視
し
な

が
ら
対
応
す
る
。

★
要
望…

本
年
４
月
に
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら「
柔
軟
仕
上
げ
剤
の
に
お
い
に

関
す
る
情
報
提
供
」が
報
道
発
表
さ
れ
て

い
る
。市
の
Ｈ
Ｐ
で
情
報
提
供
を
し
た
り
、

給
食
エ
プ
ロ
ン
の
洗
濯
は
香
り
の
き
つ
い

も
の
は
避
け
る
な
ど
の
お
願
い
を
行
っ
て

下
さ
い
。

A A

A A

学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る

香
料
に
よ
る
化
学
物
質
過
敏
症

（
香
害
）

地方創生臨時交付金 活用事例集

やまびこ公園から八ヶ岳を望む

Q
　

  

本
交
付
金
を
使
い
、修
学
旅
行
等
の

３
密
回
避
の
工
夫
と
し
て
、バ
ス
の
増
車

を
考
え
ら
れ
な
い
か
？
バ
ス
事
業
者
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
？

Q
　

  

や
ま
び
こ
公
園
施
設
は
老
朽
化
な

ど
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
整
備
の
考
え
は
？

Q
　

  

急
遽
取
り
や
め
に
な
っ
た
際
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
？

Q
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
詳
細
は
？

AA A

A

Q
　

  

芝
生
の
展
望
ひ
ろ
ば
を

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
で
き
な
い
か
？

A Q
　

  

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
の

芝
生
化
は
ど
う
か
？

A Q
　

  

20
人
規
模
の
授
業
が
実
現
す
れ
ば
、

先
生
は
一
人
ひ
と
り
の
児
童・生
徒
を
細

か
く
見
て
い
く
事
が
で
き
る
の
で
は
？

A Q
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

関
連
で
、県
内
で
学
校
給
食
費
の
無
償
化

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
様
に
把
握

さ
れ
て
い
る
か
？

区
の
行
政
事
務
交
付
金
の
増
額

A Q
　

  

行
政
事
務
交
付
金
は
、令
和
３
年
度

か
ら
見
直
し
と
な
る
が
、ど
の
様
に
見
直

し
を
進
め
て
い
る
か
？

A Q
　

  

行
政
事
務
交
付
金
の
増
額
は
考
え
て

い
な
い
か
？

A Q
　

  

給
食
費
の
無
償
化
は
、子
育
て
世
代

へ
の
大
き
な
支
援
に
な
る
の
で
は
？

　

  

広
く
て
勾
配
の
多
い
園
内
を
お
子

さ
ん
と
散
策
す
る
事
が
難
し
い
た
め
、園

内
各
所
に
自
家
用
車
で
移
動
で
き
る
よ

う
、駐
車
場
を
整
備
す
べ
き
で
は
？

QA 　

  

い
こ
い
の
ひ
ろ
ば
に
自
家
用
車
の

乗
り
入
れ
を
可
能
に
し
、オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
？

Q
　

  

成
長
期
の
子
供
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
？

Q

　

  

市
や
学
校
へ
の
相
談
は
な
い
と
の
事

だ
が
、教
育
委
員
会
の
お
考
え
は
？

Q
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岡
谷
市
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
は
岡
谷
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
が
、今
後
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
プ
ロ
グ

ミ
ン
グ
制
御
す
る
体
験
等
を
通
じ
て
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
を
目
指
し

て
、各
教
科
の
単
元
学
習
や
総
合
学
習
の

中
で
取
り
入
れ
て
い
く
。ま
た
、授
業
で
扱

え
る
よ
う
に
教
員
へ
の
研
修
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
材
を
活
用
し
た
講
習
も
行
っ
て

い
く
。

★
要
望…

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
子
供
達
の
将

来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
お

り
、高
校
生
等
の
地
域
と
の
連
携
を
含
め
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
。

　

  

市
の
職
員
と
し
て
38
年
間
に
渡
り
奉
職

さ
せ
て
い
た
だ
き
、様
々
な
分
野
で
市
政
運

営
に
関
わ
っ
て
き
た
。こ
の
間
、い
つ
の
時

代
も
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
難
題
が
あ
る
中

　

  

企
業
訪
問
や
金
融
機
関
と
の
情
報
交

換
を
通
じ
、資
金
需
要
を
捉
え
る
。

　

  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
先
を
見
据
え
、

積
極
的
に
新
た
な
取
り
組
み
に
着
手
す
る

企
業
が
多
数
あ
る
。

　

  

地
域
内
の
経
済
活
動
を
高
め
て
い
く

と
い
う
点
で
、一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　

  
新
技
術
、新
製
品
開
発
の
展
開
と
し
て

新
た
な
販
路
開
拓
支
援
を
行
う
。

　

  

コ
ロ
ナ
禍
の
市
内
製
造
業
者
の
経
営
状
況
、

感
染
症
対
策
の
状
況
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
な

ど
、幅
広
く
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
多
く
の
企
業

が
、概
ね
当
初
の
採
用
計
画
を
維
持
し
、こ

の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
枠
を
増
や

す
動
き
も
あ
る
。

　

  

市
内
企
業
の
情
報
収
集
に
よ
り
、景
況

感
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、様
々
な
社
会

情
勢
の
変
化
を
見
極
め
、産
業
集
積
の
維

持
、市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
段
と
展
示
会

で
の
情
報
発
信
が
難
し
く
、展
示
会
に
代

わ
る
情
報
発
信
の
機
会
を
提
供
す
る
。

★
要
望…

雇
用
維
持
と
企
業
存
続
を
。

Q

A 　

  

事
業
の
実
施
状
況
は
？

Q

A 　

  

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
状
況
は
？

QAA 　

  

市
内
企
業
の
採
用
状
況
は
？

Q

AA 　

  

奨
励
金
に
対
す
る
市
の
評
価
は
？

Q
　

  

奨
励
金
事
業
に
対
し
、次
の
展
開
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
？

Q

A 　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
？

Q

　

  

副
市
長
と
職
員
と
の
関
わ
り
は
？

に
あ
っ
て
も
、市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。職
員

の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
す
る
立
場
と
な

り
、行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、複
雑
化
が
進

む
中
で
、求
め
ら
れ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、常
に
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
、将
来
を
展
望
で
き

る
職
員
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。こ

の
た
め
、人
材
育
成
は
大
変
重
要
と
考
え

て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。職
員
に

は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、国
や
県
等
の

政
策
や
制
度
の
動
向
、最
新
の
情
報
収
集
に

努
め
、部
課
等
を
越
え
た
職
員
間
の
連
携
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
。経
験
を
生
か
し
、職

員
と
の
充
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、共
に
汗
を
流
し
、力
を
合
わ
せ
て
、精

一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

  

現
在
、福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
さ
れ
、宿
泊
が
で
き
る
11
の

社
会
福
祉
施
設
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
、場
合
に
よ
っ
て

は
受
け
入
れ
人
数
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

福
祉
避
難
所
と
協
議
、連
携
を
進
め
る
。

　

  

国
・
県
な
ど
の
公
共
施
設
や
岡
谷
市
旅

館
組
合
と
協
議
し
て
い
る
。

　

  

避
難
所
開
設
・
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
女

性
の
参
画
に
つ
い
て
明
確
に
規
定
し
た
い
。

　

  

日
赤
奉
仕
団
、民
生
児
童
委
員
、保
健
委

員
な
ど
多
く
の
女
性
が
参
画
し
て
い
る
。

A A Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急

対
策
資
金
の
運
用
状
況
は
？

資
金
需
要
に
応
え
ら
れ
た

AQ
　

  

岡
谷
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
の

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
？

Q 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
資
金

A

岡谷プレミアム商品券

生活保護制度の利用は
国民の権利です。

ためらわずに申請をしましょう。

困りごとの相談は、
テクノプラザおかやへ。

☎21－7000

コロナ禍での避難訓練

　

  

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

の
商
業
者
に
向
け
て
の
対
策
と
市
民
の
生

活
支
援
に
向
け
た
取
組
で
、既
に
約
１
万
４

千
枚
が
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、９
月
か
ら
専

用
券
の
利
用
制
限
の
撤
廃
、利
用
期
間
の
１

月
31
日
ま
で
の
延
長
と
共
に
、９
月
16
日
か

ら
の
３
次
販
売
で
は
市
内
外
を
問
わ
ず
再

購
入
を
含
め
て
一
人
５
枚
ま
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
変
更
し
た
こ
と
で
、多
く
の
人
に

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、販

売
予
定
枚
数
の
６
万
３
千
万
枚
が
消
費
さ

れ
た
場
合
に
は
約
８
億
円
の
市
内
商
業
者

へ
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
。

★
要
望…

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
目
的
が

市
内
商
業
者
の
対
策
な
の
で
、コ
ロ
ナ
対
策

を
考
慮
し
た
上
で
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

合
わ
せ
て
商
店
や
市
民
も
一
体
と
な
っ
て

岡
谷
市
全
体
で
地
域
の
商
業
を
盛
り
上
げ

る
取
り
組
み
を
要
望
。

　

  

学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
取
り
組
み
は
？

Q

　

  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
７
月
月
報
で
は
、４

月
63
人
、５
月
43
人
、６
月
80
人
、７
月
55

人
。製
造
５
０
０
社
へ
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
解
雇
あ
り
４
社
、検
討
４
社
、解
雇
な

し
３
５
０
社
。雇
用
調
整
助
成
金
の
制
度
の

活
用
を
し
な
が
ら
、回
復
期
を
見
据
え
て
雇

用
の
維
持
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

  

今
後
の
事
業
の
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
で

必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

　

  

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ま
い
さ
ぽ
岡
谷

市
」で
家
賃
、就
労
、食
糧
支
援
を
行
っ
て

い
る
。経
済
的
に
困
窮
さ
れ
た
方
の
相
談

が
増
加
し
て
い
る
。引
き
続
き
、様
々
な
制

度
・
支
援
に
よ
り
、相
談
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
努
め
る
。

　

  

相
談
36
件
、申
請
15
件
、決
定
数
13
件
。

う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
１

件
。審
査
中
が
２
件
。今
後
厳
し
い
経
済
・

雇
用
情
勢
が
続
け
ば
、生
活
保
護
制
度
に

よ
る
支
援
も
増
加
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

  

製
造
５
０
０
社
へ
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
４
分
の
１
が
活
用
し
て
い
る
。活

用
し
な
い
46
％
の
９
割
が
小
規
模
事
業
者

で
、経
営
者
の
業
務
が
広
範
囲
で
活
用
に

至
ら
な
い
。

★
要
望…

市
の
上
乗
せ
支
援
の
拡
充
と
拡

大
を
。

A Q
岡
谷
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

状
況
と
取
り
組
み
は
？

商
品
券
の
内
容
変
更
で
購
入
を
促
進

A Q
小
口
道
生
副
市
長
就
任
の

所
信
は
？

岡
谷
の
発
展・市
民
の
福
祉
の
向
上

AQ
雇
用
の
雇
い
留
め
の

実
態
は
？

解
雇
４
社
、検
討
中
４
社

A A

生
産
性
向
上
・
新
技
術
開
発
等

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
奨
励
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

災
害
避
難
所
に
つ
い
て

岡
谷
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

雇
用
調
整
助
成
金

　

  

今
後
の
資
金
需
要
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

Q

　

  

工
業
メ
ッ
セ
や
展
示
会
の
中
止
に

よ
っ
て
、岡
谷
の
工
業
技
術
の
発
信
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
？

Q
　

  

生
活
保
護
の
４
〜
８
月
の
相
談
、

申
請
、決
定
件
数
は
？

Q
　

  

業
手
当
が
支
給
さ
れ
る
企
業
と
雇

用
双
方
を
守
る
支
援
で
あ
る
雇
用
調
整

助
成
金
の
活
用
状
況
は
？

A A

今井 義信大塚 秀樹中島 秀明早出すみ子

A
　

  

要
配
慮
者
の
旅
館
、ホ
テ
ル
へ
の
避
難
は
？

Q

　

  

今
後
の
工
業
振
興
の
あ
り
方
は
？

Q

A
　

  

女
性
目
線
で
の
避
難
所
運
営
は
？

QA
　

  

自
主
防
災
組
織
へ
の
女
性
参
画
状
況
は
？

Q

　

  

４
月
か
ら
７
月
の
解
雇
状
況
は
？

Q

A 　

  

解
雇
、雇
い
留
め
の
人
を
市
で
臨
時

的
雇
用
す
る
考
え
は
？

QA 　

  

生
活
支
援
は
？

Q

A

1011

特  

集

特  

集

第
３
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場



　

  

小
中
学
校
に
お
い
て
、情
報
モ
ラ
ル
年

間
指
導
計
画
を
作
成
し
、毎
月「
情
報
モ
ラ

ル
教
育
」の
時
間
を
設
け
、各
学
年
に
合
わ

せ
た
情
報
モ
ラ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。

　
「
情
報
モ
ラ
ル
を
今
か
ら
た
く
さ
ん
学

習
し
て
、将
来
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
人
に
な
ろ

う
。友
達
を
傷
つ
け
な
い
、温
か
い
人
に
な

ろ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ
、朝
や
道
徳

の
時
間
に
学
習
を
し
て
い
る
。ま
た
、外
部

講
師
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
や
危
険
性
に
つ
い
て
保
護

者
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を

図
る
た
め「
新
し
い
生
活
様
式
」を
社
会
・

経
済
全
体
に
定
着
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
引
き
続
き
事
業
の
実
施
に
必
要

な
支
援
の
提
供
に
努
め
る
。

　

  

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
定
着
の
推
進

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
交
流
手
法
の
必
要
性

も
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。現
時
点
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
新
し
い
ツ
ー
ル
の
導

入
予
定
は
な
い
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に

あ
っ
た
交
流
手
段
を
家
族
や
仲
間
と
相
談

し
な
が
ら
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
る
。

★
要
望…

高
齢
者
が「
あ
た
り
ま
え
の
様
に

楽
し
み
に
し
て
い
た
」こ
と
の
損
失
へ
の

補
填
の
対
策
推
進
。

A

　

  

現
段
階
で
は
、症
状
が
な
い
方
や
感
染

の
疑
い
の
な
い
方
に
は
、行
政
検
査
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

が
、医
療
・
介
護
・
保
育
・
教
育
な
ど
の
現
場

が
継
続
的
な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、社
会
的
な
検
査
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

  

国
、県
の
取
り
組
み
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

　

  

４
月
か
ら
７
月
ま
で
で
、前
年
比
、入

院
患
者
数
15
・
９
％
減
、外
来
患
者
数
14
・

１
％
減
、医
業
収
益
は
、３
億
４
４
０
万

円
、14
・
７
％
の
大
幅
な
減
と
な
り
、た
い

へ
ん
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
  

風
評
被
害
や
患
者
の
受
診
控
え
な
ど
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

  

損
失
補
填
の
仕
組
み
の
創
設
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。国
・
県
に
対
し
て
は
、市

長
会
等
を
通
じ
て
、繰
り
返
し
、働
き
か
け

を
し
て
き
て
い
る
。

Q
小
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
は
？

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進

AQ
新
型
コ
ロ
ナ
、自
治
体
病
院

存
続
の
た
め
に
は
？

損
失
補
て
ん
の
仕
組
み
が
必
要

AQ
新
型
コ
ロ
ナ 

ご
み
の
量
に

対
す
る
影
響
は
？

埋
め
立
て
ご
み
前
年
比
最
大
49
％
増

AQ
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

方
針
の
目
標
値
は
？

本
年
度
当
初
予
算
比
10
％
削
減

A

コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
し
い

相
談
対
応
策

QA A

自治体病院の使命を果たす
岡谷市民病院

小型家電リサイクル

生活困窮に関する電話相談

090-1502-0294

（社会福祉課）

相談時間 平日………午前8時30分～午後5時15分
土・日・祝…午前9時～午後3時

内 容

専用電話
番号

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
生活困窮に関するご相談

イコウオカヤニ　   オー フクシ

※相談は無料ですが、通話料金がかかります。

子ども達も利用できる多様な端末

　

  

景
気
の
落
ち
込
み
に
よ
り
来
年
度
の

市
税
収
入
は
減
収
が
避
け
ら
れ
な
い
と

思
う
が
、来
年
度
の
予
算
編
成
へ
ど
う 

臨
む
の
か
、現
時
点
の
考
え
は
？

Q
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、医
療・介
護・福
祉・保
育・

教
育
関
係
者
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、感

染
が
疑
わ
れ
な
く
て
も
実
施
さ
れ
る
べ

き
だ
。現
状
と
課
題
は
？

Q
　

  「
い
つ
で
も
、だ
れ
で
も
、な
ん
ど
で

も
」Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

改
善
す
べ
き
で
は
？

　

  

経
営
の
困
難
さ
は
、努
力
不
足
の
た

め
で
は
な
い
。ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

A

Q
　

  

岡
谷
市
民
病
院
が
、今
後
も
自
治
体

病
院
の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
医
療
提

供
体
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
重
要
。そ
の
た
め
に
必
要
な
対
応

は
？
ま
た
、国・県
へ
の
働
き
か
け
が
重

要
で
は
？

　

  

サ
ン
デ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
で
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
生
ご
み
以
外
の
資
源
物

を
回
収
し
て
い
る
。一
度
に
多
く
の
種
類

の
資
源
物
を
持
ち
込
め
、利
便
性
が
高
い

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。４
・
５
月
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
ら
中
止
し
た
が
６
月
か
ら
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
配
慮
し
な

が
ら
再
開
し
て
い
る
。

　

  

民
間
事
業
者
の
処
理
ル
ー
ト
が
複
数
確

保
で
き
た
こ
と
、ま
た
、小
型
家
電
は
リ
サ

イ
ク
ル
に
出
す
と
い
う
認
識
が
定
着
し
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
試
験
回
収
を
終
了
し
た
。

　

  

関
係
な
い
。小
型
家
電
に
つ
い
て
リ
サ

イ
ク
ル
の
意
識
が
浸
透
し
た
た
め
終
了
し

た
。

　

  

燃
や
す
ご
み
、埋
め
立
て
ご
み
の
処

理
・
資
源
物
の
分
別
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル

に
要
す
る
経
費
・
啓
発
活
動
・
環
境
美
化
に

要
す
る
経
費
の
財
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

基
金
か
ら
充
当
し
て
い
る
。

★
要
望…

小
型
家
電
の
試
験
回
収
は
無
料

で
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る
た
め
大
変
好
評

で
あ
っ
た
。本
格
実
施
に
至
ら
ず
回
収
が

終
了
し
残
念
だ
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る

の
で
、ぜ
ひ
市
民
の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
要
望
し
た
い
。ま
た
、回

収
場
所
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
方

へ
の
配
慮
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

QA

A

A Q
　

  

サ
ン
デ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
の
実

施
状
況
は
？

Q
　

  

サ
ン
デ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
に
お

い
て
小
型
家
電
の
無
料
回
収
が
実
施
さ

れ
な
く
な
っ
た
が
小
型
家
電
の
試
験
回

収
の
検
証
結
果
は
？

Q
　

  

以
前
は
収
支
の
見
通
し
な
ど
を
も
と

に
本
格
的
な
回
収
を
目
指
す
と
言
っ
て

い
た
が
、収
支
の
見
通
し
も
回
収
が 

終
了
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か
？

　

  
岡
谷
市
リ
サ
イ
ク
ル
基
金
の
活
用

方
法
は
？

Q

Q
　

  

コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
会
や
参
観
日
等

学
校
行
事
へ
の
参
加
制
限
や
、お
盆
等

で
の
帰
省
の
自
粛
で
孫
や
家
族
と
会
え

る
機
会
が
減
少
す
る
中
で
、高
齢
者
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
考
え
は
？

A

吉田　浩今井 秀実武井 友則田村 みどり

　

  

学
校
で
は
小
中
学
生
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
？

Q

A
　

  

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
や
延
期
に
な
っ
て

い
る
高
齢
者
関
連
福
祉
事
業
の
実
施
は
？

Q コ
ロ
ナ
禍
の
高
齢
者
福
祉

A
　

  

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
は
、例
年
に

な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。そ
こ

で
、経
常
経
費
・
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
一

般
財
源
ベ
ー
ス
で
令
和
２
年
度
当
初
予
算

比
10
％
削
減
を
目
標
に
す
べ
て
の
経
費
を

一
括
で
見
積
も
る
。こ
の
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
も
将
来
の

岡
谷
市
に
夢
を
描
き
、創
意
と
工
夫
、英
知

を
結
集
し
、予
算
編
成
作
業
に
取
り
組
む
。

　

  

コ
ロ
ナ
禍
を
地
方
創
生
の
契
機
と
捉

え
、令
和
３
年
度
を「
新
た
な
日
常
の
実
現

に
向
け
た
変
革
の
年
」と
位
置
づ
け
、「
地
域

活
力
の
再
興
」「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
日
常

づ
く
り
」を
重
点
施
策
と
し
て
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
配
分
し
て
取
り
組
む
。

　

  

生
活
上
の
緊
急
相
談
や
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
非
対
面
で
の
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
の
た
め
専
用
電
話
に
よ
る
相
談

体
制
を
整
え
、閉
庁
中
の
週
末
、祝
日
も
担

当
職
員
が
速
や
か
に
相
談
支
援
で
き
る
よ

う
対
応
す
る
。

　

 

商
品
券
は
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の

事
業
の
た
め
、現
時
点
で
の
延
長
は
で
き

な
い
。

Q

Q
　

  

こ
れ
か
ら
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

ど
の
よ
う
な
施
策
で
岡
谷
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
の
か
？

　

  

感
染
症
の
影
響

に
よ
り
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
が
、市
役

所
に
直
接
い
け
な
い

方
、閉
庁
時
緊
急
対

応
が
必
要
な
方
へ
の

対
応
策
は
？

感
染
症
に
よ
る
市
の
財
政
へ
の
影
響

A A AAQ
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、病
院
経
営
は
大
変
と
聞
い
て
い
る
。

経
営
の
状
況
は
？

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利
用
期
限

QA A　

  

今
後
、感
染
症
第
３
波
も
懸
念
さ
れ

る
が
、商
品
券
の
利
用
期
間
の
再
延
長
は

で
き
な
い
か
？
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A

　

  

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
た

植
物
に
関
す
る
市
の
考
え
方
は
？

A Q
　

  

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
は
？

Q2 岡谷市議会議員は、何人？

Q1 市議会議員の選挙に立候補できる
年齢は？

Q
　

  

特
定
外
来
生
物
は
繁
殖
力
が
強
く
、在

来
の
植
物
や
生
態
系
を
脅
か
す
こ
と
か

ら
、積
極
的
に
駆
除
す
る
必
要
が
あ
る
。し

か
し
な
が
ら
、特
定
外
来
生
物
を
根
絶
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、一
度
増

え
る
と
駆
除
す
る
に
は
多
大
な
労
力
を
必

要
と
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

  

各
区
へ
写
真
入
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、広
報
お
か
や
に
特
集
記
事
の
掲
載
等

に
よ
る
周
知
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

  

ヒ
シ
は
、生
態
系
や
水
質
浄
化
に
一
定

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
一
方
、景
観
の
悪

化
や
大
量
に
繁
茂
し
た
ヒ
シ
が
腐
敗
し
た

際
に
生
じ
る
悪
臭
、ま
た
湖
底
の
貧
酸
素

な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、県

や
近
隣
市
町
村
、関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

  

院
内
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、来
院
者

の
マ
ス
ク
着
用
や
手
指
消
毒
の
実
施
、病

院
北
側
に
診
察
用
と
問
診
用
の
テ
ン
ト
の

設
置
や
正
面
玄
関
で「
発
熱
ト
リ
ア
ー
ジ
」

を
開
始
し
た
。ま
た
、入
院
患
者
さ
ん
へ
の

感
染
防
止
の
た
め
、面
会
制
限
を
実
施
し

て
い
る
。一
方
、病
院
職
員
は
基
本
的
な
感

染
予
防
対
策
の
徹
底
、発
熱
症
状
が
あ
る

場
合
の
休
暇
取
得
や
会
食
の
禁
止
等
を
実

施
し
適
切
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は

安
心
し
て
受
診
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
市
内
飲
食
店
の
影
響
は
？

依
然
と
し
て
全
体
的
に
厳
し
い
状
況

AQ
市
内
に
繁
殖
す
る

外
来
植
物
の
駆
除
は
？

継
続
的
な
駆
除
活
動
が
必
要

A
　

  

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
整
備
状
況
は
対

象
11
項
目
中
６
項
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
17
項
目
中
14
手
続

き
が
可
能
。自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
状

況
は
、住
民
台
帳
情
報
等
の
基
幹
系
シ
ス

テ
ム
を
諏
訪
広
域
６
市
町
村
共
同
で
行
っ

て
い
る
。オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
個
所
、避
難
所
等
６
項
目
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
併
せ
て
公
開
。国
の
推

奨
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
は
現
在
非
対
応
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
の
活
用
な
ど
必
要
な

も
の
を
検
討
し
て
い
く
。県
の
先
端
技
術

活
用
推
進
協
議
会
に
参
加
し
、ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
進
め
る
。

　

  

普
及
率
は
８
月
１
日
現
在
16.

６
％
。専

用
窓
口
を
開
設
し
顔
写
真
の
撮
影
、申
請

の
ほ
か
、希
望
す
る
方
に
は
最
大
５
０
０

０
㌽
付
与
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

★
要
望…

カ
ー
ド
の
利
便
性
の
周
知
と
、オ

カ
ヤ
ペ
イ
カ
ー
ド
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
で
あ
る
こ
と
も
案
内
し
て
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
を
。

　

  

第
二
期
工
事
は
来
年
３
月
完
成
予
定
。

８
月
末
の
進
捗
状
況
は
全
体
で
65
％
。土

工
事
は
９
月
末
、排
水
工
事
は
10
月
末
ま

で
に
完
了
。そ
の
後
記
念
碑
等｛
心
は
は
せ

る
像
、校
歌
・
沿
革
な
ど
の
石
碑
、説
明
板

な
ど
｝の
集
約
設
置
工
事
、植
栽
工
事
を
行

い
来
年
３
月
に
完
成
予
定
。県
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
は
、測
量
、設
計
、地
質

調
査
が
来
年
２
月
完
了
。そ
の
後
説
明
会

を
開
催
。令
和
３
年
度
中
に
工
事
着
手
、令

和
５
年
度
完
成
を
予
定
。

Q
岡
谷
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
り
組
み
状
況
は
？

A

横川河川敷に繁殖する
外来生物オオキンケイギク

講師を招いた意見交換会（社会委員会）

市内企業の視察（産業建設委員会）

個々の調査研究の発表（総務委員会）

市道長地135号線視察

［答えはP16右下］

長野県では、新型コロナ
ウイルス感染症に関連し、
誹謗中傷や差別的な
扱いを受けた被害者への
支援のため、電話相談
窓口を設置しました。

☎026-235-7100
［受付時間］

マイナポイントは
オカヤペイカードを選ぼう！

A

早出 一真

A Q
　

  

今
後
の
取
り
組
み
状
況
は
？

A Q
　

  

市
民
に
対
す
る
周
知
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か
？

A Q
　

  

大
量
繁
茂
す
る
ヒ
シ
の
除
去
に

対
す
る
考
え
方
は
？

A Q
　

  

コ
ロ
ナ
禍
で
岡
谷
市
民
病
院
に

安
心
し
て
来
院
す
る
た
め
に
は
？

A Q
　

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
の
採
用
に
つ
い
て
は
？

A Q
　

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
使
用
す
る

ト
ン
ボ
や
簡
易
的
な
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を

配
置
す
る
考
え
は
？

　

  

先
を
見
据
え
た
対
策
と

補
助
金
制
度
の
考
え
は
？

A Q
　

  

様
々
な
形
で
飲
食
店
を
利
用
い
た
だ

け
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
。対
策
と

し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購
入
い
た

だ
く
こ
と
が
飲
食
店
の
利
用
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、商
工
会
議
所
・
商
業
連
合
会
と

連
携
し
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

  

個
人
や
家
族
、勤
務
先
な
ど
を
追
跡
・

特
定
さ
れ
、嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。市
民
一
人
ひ
と
り
が

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、人
権
に
配
慮
し

た
適
切
な
行
動
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、周
知
・
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

　

  

県
や
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、効
果
的
な
啓
発
や
情
報
発
信
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

  

自
由
に
利
用
で
き
る
開
放
的
な
空
間
と

し
て
の
意
義
や
価
値
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
、

当
面
は
現
状
で
の
利
用
を
し
て
い
き
た
い
。

　

  

簡
易
的
な
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
配
置
は

現
時
点
で
考
え
て
は
い
な
い
が
、ト
ン
ボ

に
つ
い
て
は
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と
広

場
の
環
境
向
上
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、配
置
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

  

指
定
管
理
者
等
と
も
よ
く
協
議
を
し

な
が
ら
構
築
に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

A Q
　

  

感
染
者
に
対
す
る

誹
謗
中
傷
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

A Q
　

  

多
目
的
広
場
の
整
備
の
考
え
は
？

Q
　

  
市
独
自
の
対
策
窓
口
の

設
置
の
考
え
は
？

A Q
　

  

工
事
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
？

A

Q
　

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
状
況
は
？

安
心
、安
全
の
病
院
経
営

旧
岡
谷
小
跡
地
保
全
対
策
の
進
捗
状
況

岡
谷
湖
畔
公
園
多
目
的
広
場
の
利
活
用

小松　壮今井 康善

平日 午前8時30分～
　　 午後5時15分

クイズで知
る

写真で見
る

国
が
定
め
る
手
続
き
の
う
ち
、

市
の
対
象
11
項
目
中
６
項
目
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化

Q3 市会議員の任期は何年？
Q4 現在の市議会議員の平均年齢は？

※ちなみに、全国の市議会議員の平均年齢は
　59.6歳です。

【政策提言に向けた活動】

①65歳　②59歳　③49歳
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